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第
三
十
四
回
西
日
本
菊
花
大
会

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
長
谷
川
良
治
氏

宗

西
日
本
最
大
の
菊
花
の
祭
典
、
第
三
一

閉
幕
[
+
四
回
西
日
本
菊
花
大
会
【
主
催

1
1宗一

（
福
岡
市
）
一
雙
社
視
化
会
（
含
腎
高
魯
啓
・
一

一
宗
像
観
光
協
会
（
会
長11
吉
武
邦
彦
）
、
一

ー
後
援1
1
福
岡
県
他
】
が
、
先
月
二
十
三
一

一
日
ま
で
催
さ
れ
多
く
の
参
拝
者
を
魅
了
~

ー
し
た
。

ー
大
会
開
催
に
あ
た
り
宗
像
地
区
商
エ
ー

ー
会
青
年
部
、
宗
像
青
年
会
議
所
、
玄
海
一

ー
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
、
宗
像
大
社
菊
花
会
一

ー
他
各
種
団
体
の
有
志
の
御
奉
仕
に
よ
り
、
~

ー
展
示
用
の
ハ
ウ
ス
を
設
営
。
ま
た
協
賛
i

ー
会
社
各
社
の
ト
ラ
ッ
ク
で
、
南
は
鹿
児
~

ー
島
、
西
は
長
崎
、
東
は
山
口
ま
で
九
州
~

ー
各
県
の
菊
花
愛
好
家
が
丹
精
込
め
た
菊
一

ー
を
搬
入
し
展
示
し
た
。

ー
毎
年
特
別
展
示
さ
れ
て
い
る
地
元
玄
一

ー
海
小
学
校
児
童
の
出
品
菊
は
、
五
•
六
i

一
年
生
の
大
輪
に
加
え
三
•
四
年
生
も
小
~

ー
菊
を
制
作
し
、
一
人
一
人
が
メ
ッ
セ
ー
一

ー
ジ
を
つ
け
、
可
愛
ら
し
く
展
示
さ
れ
た
。
~

ー
ま
た
、
本
年
か
ら
九
州
菊
花
連
盟
九
州
一

ー
大
会
を
開
催
し
、
切
花
・
鉢
物
に
よ
る
一

ー
一
品
競
技
も
行
わ
れ
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
一

ー
大
会
審
査
は
十
月
二
十
八
日
、
福
岡
~
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菊花展の様子

内閣総理大臣賞受賞作品

県
農
業
試
験
場
園
芸
研
究
所
野
菜
花
き

部
長
中
村
新
一
氏
を
審
査
長
と
し

て
、
総
勢
六
名
で
行
わ
れ
た
。
競
技
は

大
輪
・
盆
栽
・
懸
崖
•
特
作
・
九
州
山

口
各
県
対
抗
大
輪
福
助
特
別
競
技
の
五

部
門
に
分
か
れ
、
各
々
非
常
に
厳
し
い

出
品
碁
準
、
審
査
埜
準
に
よ
り
作
品
の

審
査
が
な
さ
れ
、
今
年
も
優
秀
な
出
品

花
が
多
か
っ
た
為
、
優
劣
つ
け
難
く
判

定
は
困
難
を
極
め
た
。

総
評
と
し
て
[
今
年
は
猛
暑
に
続

き
相
次
ぐ
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
栽
培

は
非
常
に
困
難
を
極
め
る
と
共
に
、
審

査
日
を
例
年
よ
り
早
め
に
設
定
し
た
影

鯖
内
間
仕
ボ
人
ほ
f

12月祭事暦
つぎなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社
月命日祭(I 日）
遥拝(15 日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(I 日）
豊栄舞奉奏(15 日）

012日
午前6時～ 古式祭
午前6時30分～御座
午前10時～ 鎮火祭

019日
午前 11 時～松尾神社祭

023日
午前11 時～天長祭

031 日
午後3時～

おおばらえ

年越しの大祓式
引き続き除r夜3祭ト

咋
今
、
永
年
培
っ
た
伝
統
が
見
直
さ
れ

て
い
る
。
当
社
で
開
催
さ
れ
た
「
菊
花
展
」

に
於
い
て
も
竹
炉
献
燈
を
行
い
、
神
苑
の

幽
玄
を
演
出
し
た
。

「
松
•
竹
・
梅
」
こ
れ
ら
の
植
物
は
我

が
国
で
は
、
祝
意
の
象
徴
と
し
て
慶
事
に

用
い
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
竹
に
つ
い
て
は
、

そ
の
旺
盛
な
成
長
力
、
地
下
茎
の
強
靱
な

生
命
力
と
、
中
空
に
な
る
茎
に
神
霊
が
宿

る
と
す
る
観
念
と
に
よ
っ
て
、
古
来
よ
り

神
聖
な
禾
木
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

神
社
祭
祀
に
お
い
て
も
斎
竹
や
祭
器
具
な
ど
、

竹
が
よ
く
利
用
さ
れ
る
。

源
氏
物
語
絵
合
巻
に
「
物
語
の
出
で
き

は
じ
め
の
祖
]
と
書
か
れ
、
現
存
す
る
最

古
の
物
語
と
伝
え
ら
れ
る
「
竹
取
物
語
」

に
お
い
て
は
、
依
代
と
し
て
の
竹
が
登
場
し
、

光
る
竹
の
中
か
ら
か
ぐ
や
姫
が
誕
生
す
る
。

そ
の
他
に
も
打
ち
出
の
小
槌
と
同
じ
よ
う

に
竹
筒
か
ら
米
、
製
金
が
出
た
り
、
竹
笛

が
人
の
連
命
を
告
げ
る
な
ど
の
昔
話
も
多

く
迫
さ
れ
て
い
る
。

昔
か
ら
「
地
震
の
時
に
は
位
数
に
逃
げ
ろ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
下
茎
が
し
っ
か
り

大
地
に
根
張
っ
て
い
る
か
ら
安
全
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
竹
は
地
震
災
害
、
水
防
、
山

崩
れ
な
ど
の
防
災
面
に
お
い
て
も
大
切
な

働
き
が
あ
り
、
国
土
と
人
命
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
。

風
雪
に
耐
え
、
弓
の
よ
う
に
湾
曲
し
な

が
ら
も
挫
折
す
る
こ
と
な
く
再
び
立
ち
上

が
っ
て
く
る
姿
こ
そ
竹
の
「
生
き
ざ
ま
」

な
の
で
あ
る
。
わ
が
国
・
わ
が
人
生
を
鑑

み
た
と
き
、
竹
に
学
ぶ
。(
N
.
M
)

神具・装束

令井 冷
f

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

需話福岡(Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
電話(075)341-3341 （代）～4番

(0 75)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

姐式会社ク江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元 1025 電話(Oq4-Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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響
か
ら
か
、
ど
の
菊
も
開
花
が
若
｛

干
迎
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
｝

も
大
臣
賞
（
上
位
十
二
作
品
）
受
｛

賞
花
は
、
色
彩
・
調
和
・
盆
糞
と
｛

も
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
」
~

と
発
表
さ
れ
た
。
｛

境
内
で
は
、
う
ど
ん
•
そ
ば
、
｛

ビ
ー
ル
に
地
酒
、
イ
カ
焼
き
な
ど
｛

宗
像
の
特
産
品
を
販
売
す
る
『
い
~

っ
ぷ
く
茶
屋
』
が
今
年
も
宗
像
観
一

光
協
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
当
｛

大
社
菊
花
会
に
よ
る
『
苗
売
場
』
、
一

『
お
茶
席
・
菊
み
く
じ
』
と
共
｛

に
、
平
日
で
も
大
変
な
賑
わ
い
を
一

見
せ
た
。

ま
た
夜
菊
も
観
賞
出
来
る
よ
う
i

に
と
、
日
没
か
ら
午
後
十
一
時
ま
｛

で
心
字
池
周
辺
を
竹
燈
で
ラ
イ
ト
｛

ア
ッ
プ
し
、
夜
訪
れ
る
観
菊
者
を
一

魅
了
し
た
。

各
賞
、
受
微
者
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）

内
間
総
理
大
臣
賞

長
谷
川
良
治
（
幅
岡
市
）

農
林
水
産
大
臣
賞

池
田
昭
（
八
幡
西
区
）

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

小
柳
博
人
福
岡
市
）

総
務
大
臣
賞

舷
越
順
一
（
大
野
城
市
）

法
務
大
臣
賞

時
川
義
光
（
烏
栖
市
）

外
務
大
臣
賞

高
地
茂
敏
（
福
岡
市
）

財
務
大
臣
賞

田
中
昭
治
（
前
原
市
）

厚
生
労
慟
大
臣
賞

三
口
澄
夫
（
宗
像
市
）

経
済
産
業
大
臣
賞

赤
金
国
弘
（
田
川
郡
）

国
土
交
通
大
臣
貸

木
下
み
つ
子
（
大
野
城
市
）

環
境
大
臣
賞

一
世
勝
幸
（
大
村
市
）

内
問
官
房
最
官
賞

籾
井
弘
巳
（
嘉
穂
郡
）

防
衛
庁
長
官
宜

冨
金
原
正
史
（
宗
像
市
）

首
柑
補
佐
官
山
崎
拓
賞

浜
田
豊
子
（
粕
屋
町
）

衆
議
院
議
員
渡
辺
具
能
賞

成
川
カ
オ
ル
（
水
巻
町
）

宗
像
大
社
宮
司
賞

中
尾
利
夫
（
小
倉
南
区
）

佃
俊
美
（
田
川
郡
）

保
田
直
宏
（
京
都
郡
）

小
森
一
平
（
門
司
区
）

九
州
農
政
局
艮
賞

石
原
睦
生
（
都
城
市
）

禍
岡
県
知
事
賞

高
椋
良
和
（
遠
賀
町
）

里
光
由
紀
子
（
宗
像
市
）

深
川
ユ
キ
子
（
小
倉
南
区
）

馬
場
園
署
（
宗
像
市
）

佐
賀
県
知
事
賞

]
寺
下
政
国
（
脳
柄
i
巾
）

~
熊
本
県
知
事
賞

~
炭
正
（
宇
士
也

]
哀
崎
県
知
事
賞

~
一
世
静
子
（
大
村
市
）

こ
禍
岡
県
議
会
議
最
貨

｛
絋
越
順
一
（
大
野
城
市
）
川
中
和
夫
（
水
咎
町
）

~
籾
井
膝
子(
5加
穂
郡
）
宮
水
実
(
I
l
l
川
郡
）

｛
田
畑
実
志
（
八
幡
東
区
）
畠
巣
敬
次
（
八
女
市
）

~
牛
武
静
男
（
烏
栖
市
）
，
且
巫
富
士
夫
（
K
野
城
r
l
i
)

｝
描
岡
県
町
村
議
会
議
艮
会
長
投

一
石
川
進
（
匝
方
市
）
中
江
良
技
（
｛
ホ
像
r
l
j
)

｝
坂
本
栄
（
中
問
r
l
i
)
翌
原
刃
（
別
府
市
）
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主
[
ズジ

i
ク

]
文

= 
で
i
毎‘‘
、玖

―
.
^

玄
]乃

傷
~
厭
聡
（
烏
柄
市
）
妹
川
尚
生
（
―
-
函
韮
郡
）

~
犬
灌
爪
光
（
八
幡
西
区
）
千
々
和

I
E伍
（
八
幡
西
区
）

~
禍
岡
産
業
振
興
協
議
会
長
賞

一
閥
山
健
次
（
嘉
穂
郡
）
川
中
正
一

(
H木
市
）

｛
馬
場
正
昭
（
束
彼
杵
郡
）
川
崎
新
一
（
北
諸
郎
郡
）

：
九
州
旅
客
鉄
道
（
株
）
賞

~
江
川
常
火
（
福
岡
市
）
川
中
正
美
（

H
水
市
）

｝
幅
岡
県
花
弁
園
芸
連
合
会
最
賞

・
倉
川
好
雄
（
戸
畑
区
）
削
本
一
之
（
小
倉
南
区
）

~
坪
恨
弥
二
小
食
南
区
）
山
領
松
行
（
杵
島
郡
）

~
禍
岡
県
花
弁
市
場
協
議
会
長
賞

~
村
上
和
雄
（
大
野
城
市
）
石
原
睦
夫
（
都
城
市
）

｛
千
々
和
正
伍
八
幡
西
区
）
関
本
和
代
揺
穂
郡
）

i
m屋
地
区
市
町
長
協
議
会
長
賞

・
下
村
連
（
述
賀
町
）
松
本
和
美
（
行
橋

1
1
1
)

~
上
野
宰
隆
（
宗
像
市
）
見
城
秀
樹
（
大
野
城
市
）

一
遠
賀
郡
町
長
会
々
長
賞

~
塩
井
朝
人
（
八
幅
束
区
）
波
多
野
松
男
（
八
幡
西
区
）

i
宗
像
郡
町
村
長
会
会
最
賞

一
し
1
1
川
美
代
子
（
小
倉
南
区
）
占
部
正
彦
（
｛
が
像
市
）

i
山
崎
泊
己
（
築
上
郡
）
盟
厭
文
代
（
別
府
市
）

~
栗
川
義
伯
（
鞍
手
郡
）
盟
原
男
（
別
府
T
l
i
)

礼
~、ノ
,; 

r
，
・
・
屋
~

ー
茶
―
9
.
,
ｷ
V
:
 

`‘.15-

つ
―

し

｛
宗
像
郡
町
村
議
長
会
会
長
賞

~
寺
下
政
国
（
闊
栖
r
l
i
)
佐
野
進
（
小
倉
附
区
）

一
浜
田
数
子
（
粕
屋
町
）
伊
藤
康
雄
（
大
野
城
市
）

一
遠
賀
町
長
賞

一
要
博
文
（
述
賀
町
）
野
村
義
光(r
I
I

川
i
巾
）

｛
芦
屋
町
艮
賞

i
伏
凶
喜
久
男
（
嘉
穂
郡
）
青
木
利
康
（
小
倉
南
区
）

~
水
巻
町
最
賞

一
岸
本
敏
彦
（
若
松
区
）
今
村
雪
忠
（
小
倉
南
区
）

~
古
賀
市
長
賞

一
野
中
昭
夫
（
西
松
捕
郡
）
御
I
l
l
良
知
（
太
宰
府
市
）

~
宗
像
市
長
賞

一
永
川
ツ
ル
ミ
（
宗
像
市
）
宮
厭
洸
枝
（
｛
小
像
d
i
)

~
津
屋
崎
町
最
賞

[
I
I
I
中
正
一
（
甘
木
市
）
安
川
閾
（
姶
良
郡
）

~
禍
間
町
々
賞

一
相
川
正
春
（
大
村
市
）
園
田
秋
博
（
宇
士
d
i
)

~
大
島
村
々
長
賞

一
御
田
良
知
（
太
宰
府
市
）
宮
野
克
己
天
野
城
I
i
i
)

一
宗
像
観
光
協
会
賞

一
加
藤
重
喜
（
大
分
郡
）
緒
方
慶
子
（
大
野
城
市
）

巫女による野点
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井
手
直
義
（
大
野
城
市
）
渕
上
武
俊
（
西
松
湘
郡
）

宗
像
大
社
菊
花
会
最
賞

塩
井
朝
人
（
八
幡
東
区
）
山
口
勝
沼
（
藤
律
郡
）

閃
本
紘
一
郎
（
嘉
穂
郡
）

宗
像
農
業
協
同
組
合
長
賞

坂
i
E
（
宇
土
市
）
時
田
義
光
（
畠
栖
市
）

岡
田
柏
子
（
大
野
城
市
）
安
川
剛
（
姶
良
郡
）

宗
像
地
区
商
工
会
連
絡
協
議
会
長
賞

榊
肱
乱
（
直
方
市
）

津
屋
崎
町
商
工
会
々
長
賞

石
川
桂
子
（
宗
像
市
）

宗
像
市
商
工
会
々
長
賞

一
訊
金
原
初
野
（
｛
が
像
市
）

｛
禍
問
町
商
工
会
々
長
宜

i
岸
本
敏
彦
（
若
松
区
）

玄
海
町
商
工
会
々
艮
賞

｛
栗
田
義
伯
（
鞍
手
郡
）

：
大
島
村
商
工
会
々
長
賞

~
悩
椋
良
和
（
述
四
郡
）

｛
宗
像
大
社
氏
子
会
会
艮
賞

｛
緒
ガ
迪
古
（
宇
●
市
）
問
田
秋
博
（
宇
上
r
l
J
)

~
安
部
巾
夫
（
大
分
市
）

一
宗
像
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
貨

一
緒
h
迪
吉
（
中
t
市
）
大
塚
孝
一
一
（
大
分
n
i
)

~
仰
木
保
（
中
問
d
i
)
山
崎

{
1
1
1
J
J
（
述
見
郡
）

~
宗
像
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
会
艮
宜

~
下
田
；
義
（Tt
d
i)
1
1中祐
成
（
佐
肌
保
也

一
化
l
l
l
淑
一
（
店
松
区
）
古
川
必
代
f
（
小
欣
閏
区
）

一
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
艮
賞

-
1
1ル
崎
久
義
（
大
分
d
i
)
榊
脈
t
L

(
r肌J
J
r
l
i
)

]
鈴
木
輝
火
（
小
灯
北
区
）

｛
宗
像
青
年
会
議
所
宜

~
中
坦
静
火
（
『
•
井
郡
）

K
坪
常
ャ
巫
（
佐
川
保
d
i
)

-
9り1
1
1
金
厭
初
野
(
9が
像
d
i
)
堤
”
学
（
佐
阻
保
d
i
)

i
宗
像
地
区
商
工
会
青
年
部
艮
宜

i
堀
川
栄
(
9北
d
i
)
内
川
紐
＾
（
杓
松
区
）

~
松
厄
刃
（
佐
肌
保
d
i
)
後
膝
勝

1
天
分
d
i
)

~
中
原
ガ
ー
デ
ン
貨

i
波
多
野
松
男
（
八
幡
西
区
天
廂
笑
f
（
鞍
f
郡
）

｛
捉
”
孝
（
佐
肌
保
d
i
)
大
塚
i
f
必

(
K分
d
i
)

[
（
株
）
サ
カ
ク
の
タ
ネ
宜

一
平
岡
勝
一
(
9t
d
i
)
桑
野
[
い
f
（

rぃ
I
j
世

~
し
払
化
泊
一
郎
（
行
松
区
）
松
尼

9
3（
佑
川
保
d
i
)

｛
（
有
）
マ
ル
タ
小
泉
商
事
宜
系
油
小
学
校

一
（
有
）
マ
ル
ク
小
泉
商
事
宜
水
島
反
昭

一
精
興
園
宜
竹
内
小
ー
血
立

~
ヨ
シ
カ
ネ
特
別
打
厭
1
1
1冴領

｛
国
旅
園
宜
古
波
蔵
I
E

忠

~
特
別
奉
納

一
心
阿
島
刃
茂
（
述
四
町
）
桜
水
粘
化
(
I
l
l

川
世

~
宮
加
杞
俊
（
｛
が
像
d
i
)

二
重
複
奉
納
作
品

~
訟
越
順
一
（
大
野
城
市
石
川
征
汎
（
人
野
城
d
i
)

-
1
1ル
城
秀
樹
（
人
野
城
d
i
)

~
宗
像
菊
友
会

一
馬
揚
間
喘
]
こ
1
1粒
火
石
川
桂
f

i
、
水1
ツ
ル
ミ
L

野
が
陥
げ
m
＾
が
加
正
史

~
硲
厭
初
野
i
f
t
光
由
紀
f
中
汀
良
技

-
r
1部
~
也
レ
宮
脈
諒
り
技
宮
本I
E

一
熊
本
紐
三

~
宗
像
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

i
森
弘
況
じ

1
1川
睦
雄
林

I
E博

~
“
川
走
典
し
h

三
泊
古
ル

一
什
1
1野
仕
f
中
川
茂
之

ー
1
式
祭
と
は
、
神
職
・
氏
子
・
娯
敬
者

全
て
の
氏
が
、
糸
像
三
柱
大
神
様
の
神

恩
に
感
謝
し
て
「
御
座
」
を
開
き
、
御
神

前
で
そ
の
年
収
穫
さ
れ
た
米
で
作
っ
た

食
小
を
神
様
と
共
に
い
た
だ
く
「
神
人

和
楽
」
の
集
い
で
す
。

一
こ
の
「
御
座
」
で
は
蜜
柑
の
原
種
で
あ

く
ね
ん
ぼ

一
る
「
J
L
年
母
」
、

9が
像
市
江
口
の
浜
で
こ

一
の
時
期
し
か
採
収
出
米
な
い
「
ゲ
バ
サ

会
場

御
座
料

御お祭祭
n
 座ざ場典時

八
0
0
年
の
伝
統
を
も
つ
、
宗
像
地
方
の
特
~
藻
」
、
ス
ボ
（
稲
穂
の
邸
）
を
抑
し
た
こ
飯
な
ど
、
現

．
）
し
さ
さ
い

殊
神
市
「
占
式
祭
」
が
左
記
日
程
で
執
り
行
わ
れ
一
代
で
は
な
か
な
か
口
に
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、

ま
す
。
振
る
っ
て
御
参
列
下
さ
い
。
一
珍
し
い
お
膳
が
準
備
さ
れ
ま
す
。

一
ま
た
会
食
後
は
、
翁
面
・
神
盃
・
御
札
な
ど
が
授

一
与
さ
れ
る
「
福
引
き
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

i
例
年
、
一
座11
五
0
名
で
万
番
座
ま
で
、
約

~
0
名
の
方
が
参
列
さ
れ
ま
す
。

十
二
J
J
+

午
前
六
時
S

家
像
大
社
本
殿

午
前
六
時
三0
分
s

一
番
座

（
一
帝
座11
j
i0
名
づ
つ
、

五
帝
座
ま
で
）

家
像
大
社
剖
明
殿

一
人1
1
-
、
0
0
0円

御
座
券
は
当
日
午
前
六
時
S

販
必
致
し
ま
す
。
（
例
年
午

前
丘
時
三
0
分
位
か
ら
多
く

の
方
が
並
び
始
め
ま
す
。
）

ー

(
l

ー
子

様の祭

＼
ト
ー
＼
＼
＼
＼
式

i
l

古

古
式
祭
の
御
案
内

J L 
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第
三
十
三
回
宗
像
大
社
献
詠
短
歌
大
会

S

福
岡
県
知
事
賞
に
宗
像
市
の
小
方
玲
子
さ
ん

S

三
十
三
回
目
を
迎
え
た
宗
像
大
社
献
詠
一

短
歌
大
会
（
主
催
1
1
宗
像
大
社
歌
会
実
一

行
委
員
会
・
毎
日
新
聞
社
、
後
援11
福
岡
一

県
他
）
が
十
月
三
十
日
（
土
）
午
前
十
一

時
か
ら
当
大
社
清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
一

当
日
は
快
晴
で
、
境
内
で
は
菊
花
展
が
一

開
催
さ
れ
て
お
り
七
五
三
詣
、
観
菊
者
で
一

参
道
は
溢
れ
か
え
る
中
、
約
七
0
名
の
参
ー

加
が
あ
っ
た
。
こ
の
短
歌
大
会
の
特
色
は
、
一

献
詠
（
詠
草
を
宗
像
大
社
御
神
前
に
奉
一

納
）
す
る
こ
と
を
柱
と
し
て
い
る
た
め
、
一

他
の
短
歌
大
会
と
違
い
当
日
の
参
加
が
受
一

賞
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
一

先
ず
、
今
回
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
た
参
一

加
者
直
筆
の
詠
草
『
―
二
八
首
』
を
神
前
一

に
捧
げ
る
神
事
を
行
い
、
参
加
者
は
神
妙
一

な
面
持
ち
で
臨
ん
だ
。
そ
し
て
当
大
社
高
一

向
権
宮
司
が
こ
の
短
歌
大
会
の
歴
史
を
交
一

え
た
挨
拶
を
行
っ
た
。
―

続
い
て
は
、
例
年
参
加
者
が
楽
し
み
に
一

し
て
い
る
講
演
で
あ
っ
た
が
、
一

今
回
は
講
師
の
藤
野
早
苗
先
一

生
が
所
用
の
た
め
遅
れ
る
こ
一

と
と
な
り
、
急
速
選
者
紹
介
・
一

た
選
者
に
よ
る
作
品
評
を
前
倒
し
、
一

れさ
昼
食
と
な
っ
た
。

な鱈
午
後
か
ら
は
、
選
者
が
選
ん
一

の
だ
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
、
参
ー

質多
加
者
の
意
見
も
聞
く
と
い
う
討
一

らか
論
形
式
で
の
批
評
を
行
っ
た
。
一

者加
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
一

参は
各
人
歌
に
か
け
る
想
い
が
み
ら
一

で畔
れ
白
熱
し
た
場
面
も
あ
っ
た
。
一

碑
そ
の
途
中
で
、
藤
野
先
生
（
一

っ行
福
岡
市
南
区
在
住
）
が
到
着
。
一

急
『
九
州
の
歌
人
た
ち
』
と
題
一

違午
し
、
伊
藤
一
彦
、
安
永
蕗
子
、
一

後

築
地
正
子
、
山
埜
井
喜
美
枝
ら
現
代
短
歌

を
代
表
す
る
九
州
の
歌
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
講
演
を
約
一
時
間
拝
聴
し
た
。

藤
野
先
生
は
山
口
県
の
御
出
身
で
、
山

口
大
学
で
国
語
学
を
専
攻
さ
れ
た
後
、
短

歌
結
社
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
に
入
会
。
着
実

に
力
を
つ
け
ら
れ
「0
先
生
賞
」
「
桐

の
花
賞
」
「
コ
ス
モ
ス
賞
」
を
受
賞
。

コ
ス
モ
ス
五
十
一
年
の
歴
史
の
中
で
も
、

こ
の
三
つ
の
作
品
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
は

二
人
の
み
で
、
現
代
歌
壇
で
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
歌
人
の
一
人
で
あ
り
、
一
同
楽

し
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

入
選
歌
並
び
に

各
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

【
特
別
貨
】

幅
岡
県
知
事
賞

小
方
玲
子
（
宗
像
市
）

一
列
に
な
ら
び
て
食
後
の
歯
を
み
が
く

園
児
は
春
の
光
の
中
で

宗
像
市
長
賞

金
子
勲
子
（
宗
像
市
）

沖
縄
の
戟
市
に
兒
る
島
の
蟹

鋏
し
ば
ら
れ
青
き
泡
ふ
く

幅
岡
県
教
育
委
員
会
賞

石
田
こ
ま
よ
（
遠
賀
郡
）

カ
ラ
コ
ロ
と
笈
の
思
い
虫
転
が
し
て

人
な
き
浜
を
あ
き
缶
が
行
く

宗
像
市
教
育
委
員
会
賞

勝
原
た
か
子
（
中
問
市
）

朝
光
を
揉
み
込
む
よ
う
に
混
ぜ
お
り
ぬ

甕
の
糠
床
母
よ
り
継
ぎ
て

在
歌
大
令

l

―
勾

1

ぶ

-
J
|
i
i
?
 

阜
i

' , 
一
て
ì
4

1
 

苓、
苓
は

-
3
.
 

, 
年
一
さ
”
i

盃
先
生

~
E
[
|
]
|
/

販
人
た
ち
し
虹
一
野
早
苗
口

r
選
―
-
J

1
)

ヤ
入
．
»ヽ
`
‘
A畜
＇

一
宗
像
大
社
宮
司
賞
ー
吉
田
ウ
ト
子
（
北
九
州
市
）

一
田
志
紀
代
子
（
宗
像
市
）
一
鬼
塚
冨
由
子
（
遠
賀
郡
）

ー
も
つ
れ
あ
う
黄
蝶
の
ご
と
く
児
の
ふ
た
り
ー
川
脇
昭
子
（
下
関
市
）

一
駈
け
て
ゆ
き
た
り
夕
映
え
の
中
＿
北
崎
薫
（
古
賀
市
）

＿
毎
日
新
聞
社
特
別
賞
ー
宗
像
大
社
歌
会
会
長
賞

一
松
尾
遵
子
（
下
関
市
）
一
大
庭
八
千
代
（
宗
像
市
）

一
さ
よ
な
ら
の
言
葉
途
中
で
切
ら
れ
い
て
一
宗
像
大
社
氏
子
会
会
長
賞

一
石
松
知
子
（
宗
像
市
）

一
受
話
器
そ
の
ま
ま
手
の
中
に
あ
り一

毎
日
新
闘
互
選
賞

ー
【
選
者
賞
】

ー
上
浦
柊
子
（
福
岡
市
）
山
崎
さ
が
（
北
九
州
市
）

ー
藤
野
賞
大
西
晶
子
（
宗
像
市
）

一
森
甲
子
（
宗
像
市
）
天
野
玲
子
（
宗
像
市
）

ー
中
西
賞
山
本
静
子
（
宗
像
市
）
ーー

大
畑
真
紀
子
（
下
関
市
）

ー
山
崎
賞
磯
部
静
江
（
宗
像
市
）

ー
【
佳
作
】

一
江
口
賞
吉
田
幸
子
（
宗
像
市
）
一一

目
黒
晴
美
（
下
関
市
）
占
部
カ
オ
ル
（
宗
像
市
）

ー
大
野
賞
辻
野
真
理
子
（
北
九
州
市
）
一

ー
岡
田
節
子
（
下
関
市
）
山
口
節
子
（
宗
像
市
）

ー
【
互
選
貨
】

一
長
沼
美
恵
子
（
宗
像
市
）

一
宗
像
大
社
賞

今回の特別賞を受賞された面々
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玄
海
中
学
校
で
浦
安
舞

＼
＿
一
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
文
化
交
流
会
に
際
し
て
＼

十
一
月
八
日
宗
像
大
社
周
辺
を
校
区
と
＿

す
る
玄
海
中
学
校
（
中
冨
清
美
校
長
）
で
、
一

マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ス
キ
ル
中
学
校
※
①
（
ニ
ー

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
玄
海
中
学
校
の
交
一

流
会
が
開
催
さ
れ
、
同
中
生
徒
が
日
本
文
一

化
を
紹
介
す
る
一
貫
と
し
て
、
当
大
社
春
一

秋
大
祭
に
奉
納
す
る
浦
安
舞
を
披
露
し
た
。
一

こ
の
行
事
は
今
夏
に
『
宗
像
市
少
年
少
一

女
海
外
派
遣
研
修
使
節
団
※
②
』
と
し
て
一

市
内
の
中
学
生
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ー

を
訪
問
し
文
化
交
流
を
行
っ
た
答
礼
と
し
一

一
午
後
よ
り
マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ス
キ
ル
校
の
一

~
行
は
当
大
社
で
開
催
中
の
菊
花
展
拝
観
に
訪

~
れ
咲
き
誇
る
花
々
に
皆
が
魅
了
さ
れ
た
。

一
交
流
会
後
に
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
、
四

て
、
今
回
訪
日
し
た
同
国
の
中
一
泊
に
亘
り
実
施
さ
れ
短
い
問
で
あ
っ
た
が

学
生
二
十
二
名
の
学
校
訪
問
．
i
両
国
の
友
好
親
善
の
使
命
を
果
た
し
無
事

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
併
せ
て
開
催
一
母
国
へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。

さ
れ
た
。

-
※
①
マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ス
キ
ル
校

―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
都
市
・
オ
ー
ク
ラ

歓
迎
式
典
は
、
ま
ず
マ
ウ
ン
—

ト
・
ロ
ス
キ
ル
校
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
ン
ド
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
昭
す
る
マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ス

ー
の
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
パ
＿
キ
ル
地
区
の
公
立
学
校
で
十
一
歳
か
ら
十
三
歳
ま

ー
で
の
生
徒
が
学
ぶ
。
日
本
の
中
学
校
に
相
当
し
全

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
有
名
な
「
ハ
ー
校
生
徒
は
約
六
百
名
。

カ
・
ダ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
る
ダ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
育
に
熱
心
で
国
技
と
い
え
る
ラ
グ

ー
ビ
ー
を
始
め
、
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
伝
わ
る
ク

＿
リ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
と
多
岐
に
及
ぶ
。

ン
ス
を
披
露
。
元
々
は
先
住
民
一

マ
オ
リ
族
の
戦
士
が
出
陣
す
る
一
海
外
交
流
と
し
て
は
、
宗
像
市
の
他
に
シ
ン
ガ

ー
ポ
ー
ル
の
ア
ン
グ
リ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
な
ど
盛
ん
で

＿
あ
る
。

時
、
闘
志
を
高
め
る
意
味
が
あ
ー

る
よ
う
で
あ
る
。
一
※
②
宗
像
市
少
年
少
女
海
外
派
追
研
修
使
節
団

続
い
て
、
生
徒
会
役
員
に
よ
一
平
成
三
年
、
旧
宗
像
市
の
市
政
十
周
年
記
念
事
業

ー
と
し
て
国
際
教
育
を
目
的
に
始
め
ら
れ
た
。
新
・

り
英
語
の
解
説
ス
ピ
ー
チ
が
流
一
宗
像
市
に
も
継
承
さ
れ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
の

れ
る
中
、
浦
安
舞
が
披
露
さ
れ
—
訪
問
団
派
遣
が
過
去
十
三
回
あ
っ
た
。
マ
ウ
ン
ト
・

＿
ロ
ス
キ
ル
校
と
の
交
流
は
今
回
で
八
回
目
と
な
る
。

た
。
当
大
社
神
職
に
よ
る
箪
築
・
龍
笛
の
一

調
べ
と
、
巫
女
の
琴
の
旋
律
に
よ
り
舞
が
一

始
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
中
学
生
一

は
も
と
よ
り
玄
海
中
学
校
生
徒
の
多
く
も
一

初
め
て
見
る
舞
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
一

そ
の
後
、
同
校
剣
道
部
よ
り
剣
道
の
型
の
一

演
技
が
あ
り
日
本
は
サ
ム
ラ
イ
の
国
と
の
イ
ー

メ
ー
ジ
を
持
つ
マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ス
キ
ル
校
生
一

徒
も
東
洋
の
神
秘
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
一

最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
贈
呈
が
あ
り
和
や
一

か
な
雰
囲
気
の
内
に
交
流
会
は
終
了
し
た
。
一
-..てヽ0-

マウント・ロスキス校による「ハカ・ダンス」

者務出名 期ア補築リ年け 祭ル青宮
が部光営竣でル強さン清るこを青山司去
参長興会工全化とれス水社の斎山に‘る
列‘産長奉面のテた夕建有ビ行改あ神＋
し日遠‘告改たナがン設ビルし修る職月
厳章山清祭修めン‘ドがルはたエ日ーニ

詈塁巴謬蒜嚢翠魯警苓i如盗。翌雲：忘こg2::;;!
係総‘光 エ I た新ソ四お 告ビ北権
`̀ -------.·•.. --――一→----ー-- -一—-一—---——-一—一- -ー----ー_---ー一-•艶・·．“ー---一ー一→ー―一―-一一---一-ー―-—-—-―-

栄 と出つに夕 うた
を日の版て事ン今にこ
お章こ社お務ド後思と
祈興となり所‘、いが
り産゜ど‘とニー出、
門＾ の既し階階さ今
株 入にてかはれで

上--- 居映賃ら出るも給ン階Jレ昭なこ出
げの が像貸上光,__昨油ドの完和らの光祭
ま今 決関すをのと日のでガ成四ぬビ名典
t後 定係るーガ語の式のソ時＋畏ル誉後
益 しのこ般ソらこ典第リに四出に会の
々 て会とのリれとを一ンは年がは長直
の い社に企ンたの行号ス‘のあ並は会
弥 る‘な業ス よつ車タービり々--,て

A
 

日
章
興
産
（
株
）
S

ー
ビ
ル
青
山

改
修
工
事
竣
工
奉
告
祭
＼
東
京
・
青
山
で
斎
行

S

｀
ー
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回して開演つて 参 IO
のてき催のたの今拝ソ o+
参‘たをオと信年しン鉢月
拝多とはフ‘仰三たグの三
と忙‘じア突も月゜ラ菊十
ななコめ l 然篤ニ イ花一
つスン‘や参い＋ 夕が日
なケサ私コ拝当四 l 咲＾

ジ I 生ン゜大日 のき日
ュト活サ以社‘ 槙誇-----
1 でで 1 来に芸 原る境
ルのも卜‘参能 敬中内
の来連ッテ拝の 之‘で
中福がアレし神 さシ約
‘に開 I ビたと んン三
今際けの出かし がガ〇

〖｀胃ど0□」-l コをニタいら し神神高宮斎場に参集した槙原さん以下、コンサートツアーメンバ一面々
←ン後時刻たは塁即た職島
にサに問か゜我 興゜と宮 一の念謝 たバア長ヨ会さん槙
は 1 しでら がーで 勅司参をた撮ー先゜ l I を 1 のん‘原正
、卜なお博 国の笙 使‘拝参つ屈クのず らにはド奥‘マさ午
広ツ 聞多 の油· 館高を拝て、御 ―卜参じ l 村国ネん‘
報ア きで 伝奏平 で向終しのそ祈本 三加め西さt1! l‘ 前
担 1 とコ 統を策 会権えた希の願＇）役 名しコ日ん神ジ l-l1 回
当ー なン 文行・ 食宮た゜望後、で がてン本‘社ヤ弦参
のエ りサ 化う滋 ‘司ー で柏―==a 来いサの一恵 l の拝
神ク ー I にと笛 和‘行 ー原同神 社る I 倉株比の小さ
職ス 行卜 聞‘＝ ゃ）公は ifiさで退 さメト lll ----- 1} 西れれ
がプ はの き槙脅 か報‘ 』i:"{ん記感 れンツ社キ協 lll さた

三‘疇く」ご―. ロ -- ...んぷ ' §書］〖［皐 ] 亙げ［嬰
·’`.iし：i． .,.9 』 |I ャr- f l ＾・＿― :::.=ー：考悶晶翡鷹；闊↑ $ ：は

r T .,ヨペ；、躍に御神なさ卜 れはし
を約祭とどんは 二た
お五神い‘は約 チ四が
祈分にう交‘三 ケ O
り llu つ側通今 lI寺 ッ o 会
III ほい·Ihi安 l l ll¥J I、人場
しどても全冴に ものの
上話なあだ大渉 完フー
．げさどわけ社り 必ァ礼'i
まれ‘せでに‘ でン岡
すた歌もは参そ あでサ

『
世
界
に
一
っ
だ
け
の
花
』
の

槙
原
敬
之
さ
ん
御
礼
参
り

除夜祭・大祓神事の御案内
年の瀬を迎え、皆様には御多忙の御事と拝察巾し上げます。今年一年を締め括る「大祓神事」「除夜祭」が

近付いて参りました。

この大祓神事は「年越の大祓」と称し、夏(7月 31 日）に行われた「夏越の大祓」以後半年間の『罪』・『械れ』
を祓い清め、清々しい心身で新年を迎えていただくための神事でこざいます。

大祓神事に引き続き行われる除夜祭は、この一

年に当大社で行われてきた何百回という祭典の中

でも最後の祭典です。この祭典が終ると、しばし

の静寂を経て元旦を迎えます。

H

場
時 12月 31 日午後3時～

所神門前

尚、遠方または参列出来ない方は、大祓神事当日

までに『人形』（男＝白、女＝赤）に息を吹きかけ、

御家族の名前・住所・年齢を、『車型』にはナンバー

を御記入の上、当大社まで御返送ください。

除夜祭・大祓神事の様子
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厄
年
年
齢
表

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る
と
と
~

も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・
災
難
と
い
｛

っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ
れ
が
多
い
た
め
、
[

忌
み
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
年
で
一

す
。特

に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性
の
三
~

十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、
そ
の
前
後
｛

の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』
と
い
っ
て
、
最
[

も
慎
み
忌
む
べ
き
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
~

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習
慎
か
―

ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自
の
慎
習
で
一

あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を
迎
え
る
と
我
々
~

の
先
祖
は
神
社
に
足
を
運
び
、
お
祓
い
~

を
う
け
避
け
て
き
ま
し
た
。
神
社
で
お
~

祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年
を
清
々
し
い
~

気
持
ち
で
お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。
一

は
っ
ば
う
ふ
さ

八
方
塞
が
り

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て
~

事
を
し
て
も
、
不
吉
の
結
果
を
生
ず
~

る
年
齢
。
転
居
、
結
婚
、
新
し
く
事
一

を
は
じ
め
る
方
は
要
注
意
。
一

あ
ん
け
ん
さ
）

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土
一

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎
ま
ー

ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
人
凶
の
年
｛

廻
り
。

後
厄
（
男
）

暗
剣
殺

ハ
方
塞

暗
剣
殺

ハ
方
塞

昭
和
2
1年

昭
和
2
6年

昭
和
2
7年

昭
和
3
5年

昭
和
3
6年

昭
和
3
8年

前
厄
（
男
）

昭
和
2
0年

大
厄

（
男
）

昭
和
1
9年

後
厄
（
男
）

昭
和
1
8年

暗
剣
殺

昭
和
1
7年

ハ
方
塞

昭
和
9

年

暗
剣
殺

昭
和
8

年

ハ
方
塞

大
正
1
4年

暗
剣
殺

大
正
1
3年

ハ
方
塞

大
正
5

年

暗
剣
殺

大
正
4

年

ハ
方
塞

生
ま
れ
年

厄

平
成
9

年

平
成
8

年

昭
和
4
0年

昭
和
4
3年

昭
和
4
4年

昭
和
4
5年

昭
和
5
3年

昭
和
5
4年

昭
和
5
5年

昭
和
5
6年

昭
和
5
7年

昭
和
6
1年

昭
和
6
2年

昭
和
6
3年

生
ま
れ
年

暗
剣
殺

ハ
方
塞

大
厄
（
女
）
八
方
塞

前
厄
（
女
）
．
暗
剣
殺

後
厄
（
女
）

前
厄

（
男
）

大
厄
（
女
）
八
方
塞

前
厄
（
女
）
．
暗
剣
殺

大
厄
（
男
）

後
厄

（
男
）

暗
剣
殺

ハ
方
塞

後
厄
（
女
）

前
厄
（
男
）

厄

宗像大社初詣
交通規制のお知らせ

■■馳■臥一
●平成16年12月 31 日

午後9時から

平成17年1 月 1 日

午後9時まで

●平成17年1 月 2日～

1 月4日

午前9時から午後7時まで

※交通状況により、規制時

間を変更することがあります。

5

0

 

一方通行

歩行者用道路

車両進入禁止

@:B) 交通信号機

一
駐 車 場

※主要地点から宗像大社までの距離
＊東郷橋交差点から 4.1km 
＊日の里北口交差点から 4.1km 
＊神湊交差点から 2.0km 
＊瀬戸交差点から 3.3km 

初詣期間中、交通の安全と円滑を図

るため、臨時交通規制を実施します。

皆様のご協力をお願い致します。
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第
五
二
0
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

大
杉
田
轄
子

出
漁
の
か
な
は
ぬ
う
ち
に
又
も
く
る
台
風
予
報
に
饂
網
張
る
漁
夫

（
評
）
結
句
の
具
体
的
描
写
に
自
然
を
相
手
と
す
る
生
業
に
従
事
す
る
人
達
が
、

や
や
う
ん
ざ
り
顔
で
働
く
さ
ま
が
見
え
る
。
全
く
台
風
の
多
か
っ
た
今
年
で
あ

る
。

池
森
龍
子

幾
度
の
台
風
受
け
て
庭
の
木
々
秋
を
待
た
ず
に
葉
の
衰
へ
る

（
評
）
木
の
生
命
力
す
ら
も
奪
う
風
の
威
力
を
淡
々
と
述
べ
て
味
わ
い
が
あ
る
。

岡
井
田
有
久
衣

在
り
し
日
の
夫
が
行
き
つ
け
の
飲
屋
に
て
ビ
ー
ル
傾
け
マ
マ
と
語
ら
う

（
評
）
夫
が
元
気
な
時
に
は
少
々
の
嫉
妬
も
し
た
で
あ
ろ
う
マ
マ
と
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
の
会
話
。
一
編
の
短
篇
小
説
で
あ
り
往
時
茫
々
で
あ
る
。

浮
羽
向
則
正

東
北
の
訛
と
び
か
ふ
ロ
ー
カ
ル
線
「
外
は
雪
だ
ど
」
と
い
ふ
声
の
す
る

（
評
）
な
ん
と
な
く
懐
か
し
さ
の
あ
る
鼻
に
か
か
る
発
音
の
東
北
弁
を
聞
く
だ

け
で
郷
愁
を
感
じ
る
の
に
、
雪
と
も
な
れ
ば
旅
し
て
来
た
感
慨
は
一
入
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。日の

里
大
和
美
由
紀

高
原
の
風
に
応
へ
て
風
向
計
秋
日
の
な
か
に
く
る
く
る
廻
る

（
評
）
「
風
に
応
へ
て
」
と
風
向
計
を
擬
人
化
し
た
の
が
、
こ
の
歌
の
見
処
で

あ
り
瑕
疵
で
あ
ろ
う
。
台
風
の
去
っ
た
あ
と
の
こ
こ
ろ
よ
い
高
原
の
風
景
で
あ

る
。

福
間
香
月
照
子

人
の
世
に
戦
争
無
く
す
我
が
祈
り
ま
ぼ
ろ
し
に
似
て
戦
は
つ
づ
く

田
熊
有
田
ゆ
り
子

差
羽
四
五
羽
旋
回
し
つ
つ
輪
を
び
ろ
げ
白
波
の
た
つ
海
に
出
で
た
り

福

田 島

田 鐘
崎
久
子

処
分
す
と
決
め
し
古
着
を
ま
た
一
枚
ま
た
一
枚
と
手
元
に
戻
す

大
井
木
原
ふ
さ
子

台
風
に
付
い
て
は
消
ゆ
る
電
灯
に
炊
飯
ボ
タ
ン
押
す
を
た
め
ら
ふ

日
の
里
石
松
弘
次

二
人
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
行
け
る
身
を
あ
あ
幸
せ
と
時
に
言
い
合
う

朝
野
藤
井
浩
子

戸
を
閉
め
る
時
に
挟
み
し
指
先
の
疼
き
は
年
と
比
例
し
て
を
り

福
閻
池
浦
千
鶴
子

白
烈
に
早
や
も
見
え
し
や
わ
が
姿
川
面
を
越
え
て
飛
び
去
り
ゆ
け
り

大
島
越
智
浩
子

島
裏
に
烏
賊
と
る
舟
は
集
り
て
く
れ
な
ず
む
頃
あ
か
り
を
と
も
す

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

持
ち
く
る
る
新
品
種
と
か
の
黄
の
菊
は
朝
露
含
み
て
花
の
重
た
し

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

朝
冷
の
き
び
し
き
庭
に
こ
ぶ
り
な
る
び
ま
わ
り
咲
き
て
日
の
光
待
っ

田
野
森
甲
子

両
腕
な
く
体
く
ね
ら
せ
足
で
水
を
蹴
り
て
泳
ぎ
ぬ
百
メ
ー
ト
ル
を

（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
）

野
森
つ
る
の

飼
び
犬
の
三
日
帰
ら
ず
気
に
な
れ
ど
探
す
術
な
く
び
た
す
ら
に
待
っ

福
間
中
村
勇

朝
は
白
タ
ベ
は
紅
に
色
変
へ
る
芙
蓉
の
花
は
一
日
の
命

選
者
詠

人
間
の
吾
ら
に
大
き
影
お
と
し
悠
々
た
り
や
山
の
上
の
雲

天
罪
と
自
在
に
交
信
な
し
を
ら
む
雲
仙
岳
の
空
を
ゆ
く
雲

山
頂
に
の
ぼ
る
白
煙
た
ち
ま
ち
に
消
ゆ
る
は
風
の
捜
び
て
ゆ
く
か

安
永

東
郷
田
中

虫
時
雨
闘
よ
り
集
め
常
夜
灯

光
岡
井
上
嘉
治

け
さ
く
さ

僧
の
袈
裟
目
に
新
ら
し
く
春
の
庫
裡

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

山
の
端
を
包
む
雲
か
ら
時
雨
け
り

吉
田
杏
子

び
と
す
じ
の
光
り
と
な
り
て
秋
の
川

三
浦
美
千
代

金
木
犀
か
す
か
に
匂
ふ
空
家
あ
り

田
中
雨
薬

落
陽
に
そ
ま
り
ぬ
杭
の
浮
寝
島

木
原
房
子

赤
の
ま
ま
岸
辺
の
水
に
影
う
つ
す

日
の
里
花
田
い
つ
枝

純
白
の
チ
ャ
ペ
ル
の
木
立
ち
秋
高
し

福
間
森

蒸
し
タ
オ
ル
顔
に
理
髪
師
天
高
し

編
□
綾
国
[
[
[
[
い
這
[

ま
し
た
。
イ
ラ
ク
情
勢
も
そ
う
で
す
が
、
イ

ス
ラ
ム
・
ユ
ダ
ヤ
教
圏
を
み
て
い
る
と
、
日

本
の
宗
教
と
の
違
い
を
感
じ
ま
す
▼
紙

面
の
通
リ
菊
花
展
が
終
わ
り
、
部
署
に
よ

っ
て
は
新
年
の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

が
、
そ
の
前
に
世
の
中
で
は
ク
リ
ス
マ
ス

が
あ
り
ま
す
T
家
の
愚
妻
は
知
り
会
っ

た
当
初
『
キ
リ
ス
ト
の
亡
く
な
っ
た
日
』
だ

と
言
っ
て
ま
し
た
。
祝
っ
て
ど
う
す
る
ん

だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
意
外
と
一
般
の
認

識
は
そ
の
位
か
も
し
れ
ま
せ
んT
そ
う

い
え
ば
神
社
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
小

生
キ
リ
ス
ト
教
の
『
青
い
鳥
幼
稚
園
』
で
賛

美
歌
を
歌
っ
て
ま
し
た
。
今
の
日
本
、
ハ
百

上
叉
f
人
か
み

万
神
の
中
に
は
イ
エ
ス
様
も
入
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
勿
論
、
初
詣
は
宗

像
大
社
に
ご
参
拝
下
さ
い
。
(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
五
）

清
憲
象
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